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	―5月16日・17日の本会議では、全53カ国の代表が集まり、活発な議論が交わされたそうですね。
	―本会議以外の時間で、特に印象に残っている思い出はありますか？
	―このAway体験を通して、ご自身の中にどんな変化がありましたか？
	最後に、GCPでの挑戦を考えている読者へメッセージをお願いします。
	「貢献したい」「挑戦したい」という気持ちさえあれば、それを受け止めてくれる仲間や環境がGCPにはあります。一歩踏み出すことで、思いがけないチャンスと出会い、「心の宝」となる人との繋がりが生まれます。 皆さんもぜひ、自分だけの挑戦を楽しんでください！

	GCP Spotlight #02
	宮内　正枝さん
	未知の環境で自らを磨く「Away体験」を通し、自分らしい歩みを拓く学生に焦点を当てる「GCP Spotlight」。第2回は、「模擬アフリカ連合（MAU）日本大会2026」に挑戦した宮内正枝さん（文学部3年）にインタビューしました。宮内さんのチームはリベリア代表として参加し、全53カ国の中で唯一となる最高賞「ベストポジションペーパー」を受賞。妥協なき議論と文化交流を通し、現場で自ら考え動き抜いた彼女の等身大の言葉をお伝えします。
	以前から国際会議への参加やアフリカ地域に関心を持っていたものの、「自分にできるだろうか」と少しモヤモヤした気持ちを抱えていました。そんな時、GCPの先輩からMAUの存在を教えていただいたんです。「ずっと興味があったアフリカの議論に挑むなら、今しかない！」と胸の高鳴りを感じ、参加を決意しました。

	―今回、模擬アフリカ連合（MAU）に参加されたきっかけを教えてください。
	―本会議までの2ヶ月間の準備もかなり本格的だったそうですね。




